
＊詳細は各校HPをご覧ください（Web申し込みが必要です）。
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常葉大学附属常葉中・高等学校
校長

木宮暁子

「
風
が
吹
い
て
き
た
」
―

球
技
大
会
の
後
、
そ
う
感
じ
ま
し
た
。
今
年
の

球
技
大
会
は
、
暑
さ
を
回
避
す
る
た
め
に
、
県
総
合
運
動
場
こ
の
は
な
ア

リ
ー
ナ
で
行
い
ま
し
た
。
本
校
は
中
高
合
わ
せ
て
、
350
名
余
り
の
小
さ
な
女

子
校
で
す
が
、
ア
リ
ー
ナ
は
、
声
援
や
満
面
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
、
一
体
感
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
球
技
大
会
で
し
た
。
常
葉
中
高
は
、
私
の
母
校
で
あ

り
、
英
語
教
師
と
し
て
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
た
職
場
で
も
あ
り
ま
す
。
３
年

前
に
、
11
年
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
た
時
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
、
学
校
全

体
に
活
気
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
薄
暗
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
、
マ
ス
ク
越

し
の
あ
い
さ
つ
も
小
さ
く
、
何
か
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
気
概
を
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
か
ら
校
長
の
任
を
命
じ
ら
れ
、
教
育
目
標
を
見
直
し
ま
し
た
。
常
葉

の
発
祥
の
地
で
あ
る
本
校
は
、
「
美
し
い
心
情
を
も
っ
て
人
と
接
し
、
堅
固

な
意
志
と
健
康
な
身
体
を
も
っ
て
、
い
か
な
る
苦
難
に
も
打
ち
克
ち
、
よ
り

高
き
を
目
指
し
て
学
び
続
け
る
人
を
育
成
す
る
」
と
い
う
創
立
者
の
教
育
理

念
を
一
番
強
く
受
け
継
い
で
い
る
学
校
で
す
。
本
校
が
目
指
す
生
徒
像
は
、

「
社
会
の
た
め
に
働
き
、
人
の
た
め
に
役
に
立
つ
、
豊
か
な
人
生
を
自
ら
デ

ザ
イ
ン
し
、
力
強
く
歩
め
る
自
律
し
た
生
徒
の
育
成
」
で
す
。
「
自
立
」
で

は
な
く
、
「
自
律
」
な
の
は
、
自
分
の
意
志
を
持
ち
自
分

の
も
の
さ
し
で
自
分
の
行
動
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

生
徒
を
育
て
た
い
か
ら
で
す
。
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者

に
も
広
く
本
校
が
目
指
す
目
標
を
共
有
し
動
き
出
し
ま
し

た
。ま

た
、
本
校
は
20
年
以
上
前
か
ら
高
大
連
携
講
座
を
開

講
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
か

ら
は
、
探
究
学
習
を
絡
め
て
、
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
取

り
組
め
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
常
葉
大
学
水
落

キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
、「
O
n
e 

C
a
m
p
u
s 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
、
施
設
の
共
有
だ
け
で
な
く
、
法
学
部
や
健

康
科
学
部
の
学
生
と
学
び
を
共
有
し
た
り
、
ミ
ズ
オ
チ
交

流
会
サ
ー
ク
ル
と
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
を
始
め
た
り

し
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
影
響
は
大
き
く
、
女
子
校
に
は

向
か
い
風
で
す
が
、
「
共
感
力
」
「
協
働
力
」
「
達
成

力
」
と
い
っ
た
女
子
校
だ
か
ら
こ
そ
育
ま
れ
る
パ
ワ
ー
を

さ
ら
に
高
め
合
い
、
創
立
100
年
を
目
指
し
、
失
敗
を
恐
れ

ず
に
挑
戦
し
続
け
る
学
校
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特集 常葉中高

常葉大学

常葉大学短期大学部

常葉中高

橘中高

がんばる卒業生

菊川中高・リハビリ病院

橘小

とこは幼稚園

たちばな幼稚園

R５年度決算・

R６年度在籍者数

よろこびの入賞・入選

教職員人事異動公示
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2～3

4～5

6

7

8

9

10

11

12

目　次

Make new 
mistakes!

やってみよう！

●題字／名誉理事長  元 学園長  故 木 宮 和 彦
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One
Campus

共に学び合う
キャンパス 高大連携

探究活動・出前授業

特進コース

連携講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで看護学
科、静岡理学療法学科、法学
部の先生方に直接ご指導を受
けています。隣接しているた
め気軽に先生方や学生に質問
をすることができます。
高校に在籍しながら大学の授
業を一足先に体験することが
できます。
本校は看護学科への進学者数
県下No.1 ！

探究学習は、１、２年生が５班に分かれて活動しています。看護学科 OG との交流会、
外国語学部のボードゲームを使った持続可能な開発についての議論、ミズオチ交流会との
水落・鷹匠マップ作り、橘小学校やとこは幼稚園との交流会など、本年度から本格的に始
動しています。
出前授業では、看護学科の先生方から「基礎看護」について直接講義をしていただきました。
設備が整った校舎で実習も実施しています。法学部のゼミに参加し、「六法全書」の見方
を教わりました。高校生は目をキラキラさせていました。

高等学校

看護学科 静岡理学療法学科

２コース（特進・常大進学）制で、進路を意識したキャリア教育を１年次から積み上げます。
卒業生の約半数は、常葉大学や短期大学部に進学しています。

探究活動 法学部との交流

特進コースは、得意分野の伸長と高い学力の定着、リーダーシップや協働的に学ぶ力を育成する
ために、独自のプログラムを推進し、一人ひとりの進路実現をサポートします。

市議会議員との交流を通して、
「主権者教育」を積極的に推進し
ています。

「教育と探求社」のS o c i a l  
Changeを活用し、身の回りに
困っている人を笑顔にする企画
を考えています。

難波副知事（当時）とリニア新
幹線について語りました。

公式インスタ

日々の生徒たちの
活動はこちらから

HP が新しく
なりました！

常葉
高等学校

常葉大学　静岡水落キャンパス

今年度から本格始動

常葉だより ( 2 )



One
Campus

中学１年生から大学生までが学食を利用
しています。

図書館、グラウンド、体育館など中高・大学の施設をお互い
に有効活用できるように「施設の共有化」を進めています。

常葉大学をはじめとする様々な教育機関や施
設と連携したキャリア教育を通して、生徒が
互いに高め合
い、自己を見
つめ、夢を描
く教育活動を
実践していま
す。

生徒自ら設定した課題の解決に向けて、情報
を収集・分析し、学校・行政・地元企業・地
域社会と協働して学習活動を進めます。「答
のない創造的な学び」を探究し、「開かれた
人間関係を作る力」や「対話力や表現力、プ
レゼンテーショ
ンの力」を磨き、
「次世代のリー
ダー・社会で活
躍する人材」を
育てます。

多彩な教育プログラム
（基礎学力で土台を築く授業）

可能性を広げる
（グローバル教育）

未来をひらく
（キャリア教育）

Tokohaの学びプロジェクト
（とこまな）

基礎力を鍛えながら、探究的な学びへ導き、
自ら考え、判断し、行動する力を養う充実
したカリキュ
ラムを設定し、
思考の幅と視
点を広げる集
団での学びを
重視していま
す。

ALT による「コミュニケーション」の授業、
日本の伝統や文化について理解を深めるプロ
グラム、異文化理解のための多彩な英語プロ
グラムなど、グ
ローバルにもの
ごとを考える力
を育む教育を実
践しています。

中学校

校舎

３つの
力

前に
踏み出す力

人とつながる
コミュニケーション力

を高める

Action

チームで
働く力

柔軟な思考で
問題解決能力を

鍛える

Teamwork

考え抜く力

新しい発想を
取り入れ物事を
動かす力を育てる

Thinking

専門書や雑誌などの
閲覧が共有できます

学習室
としても
開放！

メニューが豊富！

常葉
中学校

常葉大学　静岡水落キャンパス

常中で育
む

グラウンド

球技大会

図書館

体育館

学食

2024（令和6）年9月30日  第249号( 3 )



　

５
月
か
ら
６
月
に
、
登
呂
遺
跡
に
て
水
田
の
復
元
作
業
を
お
手

伝
い
し
ま
し
た
。
登
呂
遺
跡
は
か
つ
て
の
水
田
跡
と
住
居
跡
が
一

緒
に
発
掘
さ
れ
、
日
本
で
初
め
て
弥
生
時
代
の
全
貌
が
明
ら
か
に

な
っ
た
遺
跡
で
す
。
静
岡
市
や
登
呂
博
物
館
は
、
そ
の
当
時
の
水

田
風
景
を
復
元
し
、
活
用
す
る
た
め
に
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
学
の
学
生
も
そ
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
地
域
の
文

化
資
源
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
苗
代
の
手
入
れ
、
田
お
こ
し
、
田
植
え
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
、
除
草
、
稲
刈
り
、
は
ざ
が
け
、
脱
穀
、

籾
摺
り
と
行
い
、
収
穫
し
た
お
米
を
食
べ
る
と
こ
ろ
ま
で
行
い
ま

す
。
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
慣
れ
な
い
作
業
で
す
が
、
土
と
水
に

触
れ
な
が
ら
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

心
身
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

健
康
運
動
実
践
指
導
者

試
験
に
８
名
が
合
格

　

常
葉
大
学
・
常
葉
大
学
短
期
大
学
部
で

は
、
開
か
れ
た
大
学
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
ま
た
、
地
域
の
方
の
生
涯
学
習
機
会

の
一
助
と
な
る
よ
う
、
各
学
部
・
学
科
の

専
門
性
を
活
か
し
た
公
開
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
「
人
生
100
年
時
代
を
幸
せ
に

過
ご
す
た
め
に
」 

を

テ
ー
マ
に
、
全
16
講
座

を
実
施
し
ま
す
。
詳
細

は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

６
月
15
日
に
、
草
薙
キ
ャ
ン
パ
ス
子
育

て
支
援
室
に
て
『
お
姉
さ
ん
お
兄
さ
ん
と

遊
ぼ
う
・
保
護
者
の
し
ゃ
べ
り
場
』
を
実

施
し
ま
し
た
。
学
生
が
保
護
者
の
困
り
ご

と
や
最
近
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
子
ど

も
の
育
ち
に
関
す
る
話
を
じ
っ
く
り
聞
き

出
し
、
こ
れ
か
ら
の
育
児
の
ヒ
ン
ト
に
な

る
情
報
を
整
理
す
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

保
護
者
が

し
ゃ
べ
り
場

で
話
し
て
い

る
間
は
、
子

ど
も
の
遊
び

を
促
す
学
生

ス
タ
ッ
フ
が

対
応
し
、
子

ど
も
に
合
わ

せ
た
遊
び
を

展
開
し
ま
し

た
。

　

健
康
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
部
心
身
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
４
年
生
８
名
が
『
令
和
５
年

度
健
康
運
動
実
践
指
導
者
認
定
試
験
』に

合
格
し
ま
し
た
。
健
康
運
動
実
践
指
導
者

と
は
、
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
運
動
を
安
全
か
つ
効
果
的
に
実
践
指

導
で
き
る
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

者
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

合
格
者
の
遠
藤
武
寛
さ
ん
は
「
受
験
対

策
で
は
、
苦
手
分
野
を
中
心
に
繰
り
返
し

勉
強
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
修
得
し
た
知

識
を
活
か
し
地
域

の
方
の
健
康
を
、

運
動
実
践
の
面
か

ら
支
え
た
い
で

す
。
ま
た
健
康
寿

命
の
伸
延
を
目
指

し
、
一
層
学
び
を

深
め
て
い
き
た
い

で
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

７
月
17
日
、
瀬
名
キ
ャ
ン
パ
ス
学
友
会
主

催
の
お
化
け
屋
敷
「
呪
い
の
瀬
名
キ
ャ
ン
パ

ス
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
造
形
学
部
の
特
性

を
活
か
し
、「
常
葉
神
社
の
夏
祭
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
来
場
者
を
怖
が
ら
せ
る
仕
掛
け
や

セ
ッ
ト
を
学
友
会
が
考
案
・
制
作
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
150
名
の
学

生
・
教
職
員
に
参
加

い
た
だ
き
、
ハ
ラ
ハ

ラ
ヒ
ン
ヤ
リ
涼
し
い

夏
を
過
ご
し
ま
し
た
。

教
育
学
部
・
造
形
学
部

登
呂
遺
跡
の
水
田
復
元
活
動

瀬
名
キ
ャ
ン
パ
ス

学
友
会
企
画
「
呪
い
の
瀬
名
キ
ャ
ン
パ
ス

〜
常
葉
神
社
の
夏
祭
り
〜
」
開
催

　

５
月
９
日
か
ら
12
日
、
サ
ー
ラ
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
て
、
第
13
回
シ

ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
、
静
岡
理
学
療
法
学
科
の
栗
田

泰
成
ゼ
ミ
の
４
年
生
５
名
が
、
メ
デ
ィ

カ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
一
員
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
学
生
は
静
岡
県
理
学
療
法
士

会
の
皆
さ
ん
の
活
動
補
助
や
ト
レ
ー

ナ
ー
活
動
を
体
験
す
る
中
で
、
健
康
増

進
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
支
援
活
動
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

健
康
科
学
部

シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て

メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
体
験

大
学
・
短
期
大
学
部

公
開
講
座
の
ご
案
内

保
育
学
部

子
育
て
支
援
活
動

『
お
姉
さ
ん
お
兄
さ
ん
と
遊
ぼ
う

＆
保
護
者
の
し
ゃ
べ
り
場
』

常葉大学
常葉だより ( 4 )



　

６
月
１
日
、
駿
府
城
公
園
に
て
『
駿
府
城
探
検

〜
家
康
公
の
政
治
外
交
の
舞
台
だ
っ
た
本
丸
御
殿

跡
を
探
検
し
よ
う
〜
』
が
開
催
さ
れ
、
法
学
部
の

学
生
が
小
学
生
と
と
も
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。
か
つ
て
駿
府
城
が
日
本
の
政
治
・

外
交
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
小
学
生
に
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
学
生
は
小
学
生
に
ク
イ
ズ
を

出
し
た
り
資
料
を
見
せ
た
り
し
な
が
ら
、
一
緒
に

散
策
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
小

学
生
が
積
極
的
に
楽
し
く
学
ん
で
く
れ
た
」「
こ

の
経
験
を
次
に
活
か
し
た
い
」
な
ど
と
い
っ
た
感

想
が
述
べ
ら
れ
、
地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

法
学
部

『
駿
府
城
探
検
』で
小
学
生
と
と
も
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加

　

６
月
９
日
、
経
営
学
部
中
津
川
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
学
生
が
、「
浜
名
湖
花
博
２
０

２
４
」
の
会
場
で
あ
る
「
は
ま
ま
つ
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
」に
て『
は
ま
ま
つ
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
芸
術
祭
』
を
主
催
し
ま
し
た
。
学

生
が
一
か
ら
企
画
を
し
、
地
元
企
業
に
プ

レ
ゼ
ン
を
し
て
資
金
調
達
を
行
っ
た
結

果
、
26
の
企
業
・
団
体
か
ら
協
賛
金
を
い

た
だ
き
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。
出
演
団

体
へ
の
交
渉
や
当
日
の
運
営
な
ど
、
す
べ

て
学
生
で
準
備
し
た
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
あ

い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
目
標
集
客

人
数
を
超
え
、
１
，７
９
４
人
の
方
々
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
代
表
の
市
川
優
花
さ
ん
（
経
営

学
部
３
年
生
）
は
、「
準
備
は
大
変
で
し
た
が
、
幅
広
い
年
代
層

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
想
定
外
な
こ
と
が
多
々
あ

り
、
臨
機
応
変
な
対
応
が
求
め
ら
れ
た
た
め
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
28
日
、
浜
松
市
と
連
携
し
て
歯
周
病
検
診
の
受
診
を
勧
め

る
啓
発
活
動
を
浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

浜
松
市
は
、
歯
周
病
の
患
者
が
若
年
層
で
も
増
え
て
い
る
現
状

を
受
け
、
歯
周
病
検
診
の
対
象
を
４
月
か
ら
20
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
学
生
有
志
４
名
と

歯
科
衛
生
士
ら
３
名
は
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配

布
を
し
な
が
ら
検
診
の
大
切
さ
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

活
動
に
参
加
し
た
小
倉
佑
太
さ
ん
（
心

身
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
２
年
生
）
は
「
歯

は
生
き
て
い
く
う
え
で
と
て
も
重
要
で
す
。

チ
ラ
シ
を
受
け
取
っ
た
学
生
に
は
検
診
に

行
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

経
営
学
部（
浜
松
）

学
生
が
手
作
り
の

地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営

地
域
貢
献
セ
ン
タ
ーH

U
V
O
C

浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス
で

歯
周
病
検
診
の
啓
発
活
動
を
実
施

　

７
月
７
日
、
竜
洋
な
ぎ
の
木
会
館
に
お
い

て
、
第
４
回
目
と
な
る
浜
松
修
学
舎
中
・
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
と
常
葉
大
学
短
期
大
学
部

音
楽
科
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
約
700
名
の
お
客
様
に
恵
ま
れ
、
大
勢

の
温
か
な
お
客
様
の
拍
手
の
も
と
、
本
学
学

生
も
思
う
存
分
の
演
奏
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

三
つ
の
中
学
校
（
磐
田
市
立
竜
洋
中
・
浜
松

市
立
与
進
中
・
浜
松
市
立
天
竜
中
）
が
溌
剌

と
し
た
演
奏
を
披
露
し
、
学
生
も
初
心
を
思

い
出
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
演
奏
会
の
最

後
に
は
、
出
演
者
全
員
で
「
宝
島
」
を
演
奏

し
、華
や
か
な
七
夕
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
も
４
度
目

の
企
画
と

な
り
、
西

部
地
区
の

方
々
に
も

毎
年
演
奏

を
聴
い
て

頂
け
る
機

会
が
あ
る

こ
と
に
感

謝
い
た
し

ま
す
。

　

ご
多
忙

の
折
、
ご

来
場
い
た

だ
き
ま
し

た
皆
様
へ
、

心
よ
り
御

礼
申
し
上

げ
ま
す
。

短
期
大
学
部
　
音
楽
科

第
４
回 

浜
松
修
学
舎
中
・

高
校
吹
奏
楽
部

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

５
月
25
日
、
草
薙
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
「
本
の
広
場
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
当
日
は
日
本
語
日
本

文
学
科
１
年
生
12
人
が
、
集
ま
っ

た
高
校
生
ら
に
対
し
、
実
物
を
見

せ
な
が
ら
、
小
説
や
詩
集
な
ど
、

お
勧
め
の
本
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
司
書
の
解
説
を
聞
き
な
が

ら
草
薙
図
書
館
を
巡
る
時
間
も
あ

り
、
普
段
は
見
ら
れ
な
い
図
書
館

の
裏
側
も
見
学
し
、
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

短
期
大
学
部
　
日
本
語
日
本
文
学
科

在
学
生
と
高
校
生
の

交
流
イ
ベ
ン
ト

「
本
の
広
場
」開
催

常葉大学　常葉大学短期大学部
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７
月
10
日
、
こ
の
は
な

ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
球
技

大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

中
学
生
は
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
と
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
。
高
校
生
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

初
め
の
う
ち
は
、
お
互
い

に
遠
慮
し
な
が
ら
の
戦
い

で
し
た
が
、
試
合
が
進
む

に
つ
れ
て
白
熱
し
た
戦
い

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
戦
い
の
中
で

も
、
笑
顔
あ
り
、
応
援
あ

り
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
あ

た
た
か
い
空
間
で
し
た
。

常
葉
中
学
・
高
校

球
技
大
会

６
月
８
日
に
「
輝
笑
展
潔 

〜

Ⅰ’
m
 happy 

T
O
K
O
H
A
P
P
Y

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
文
化
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
日
頃
の
授
業
の
取

り
組
み
と
し
て
連
携
講
座
の
成
果
物
の
展
示
や
、

吹
奏
楽
部
と
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
新
た
な
催
し
を
企
画
し
て
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、
母
の
会
、
同
窓
会
か
ら
、
た
く
さ

ん
の
ご
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

常
葉
中
学
・
高
校

文
化
祭

５
月
21
日
か
ら
24
日
ま
で
、
中
学
３
年
生
が
修
学
旅

行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

初
日
は
長
野
県
の
善
光
寺
と
県
立
美
術
館
の
見
学
。

善
光
寺
で
は
、
宿
坊
で
精
進
料
理
を
い
た
だ
い
て
か
ら
、

壮
大
な
建
物
と
静
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
仏
教
文
化
を

学
び
ま
し
た
。
美
術
館
は
自
然
と
調
和
し
た
建
物
と
彫

刻
、
絵
画
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
翌
日
は
黒
部
ダ
ム
。
迫

力
あ
る
景
色
に
感
動
す
る
一
方
で
、
ダ
ム
建
設
で
の
苦

労
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
雪
の
大
谷
も
楽
し
み
、
立

山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
を
堪
能
し
ま
し
た
。
３
日
目

は
金
沢
で
す
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
、
金
沢
城
、
兼

六
園
見
学
の
後
、
金
沢
市
内
を
班
別
で
探
訪
。
事
前
に

調
べ
て
い
た
こ
と
を
間
近
で
感
じ
、
歴
史
あ
る
街
の
奥

深
さ
に
触
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
白
川
郷
へ
。
合
掌
造

り
に
金
沢
と
は
ま
た
違
う
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。
最
終

日
は
高
山
を
訪
れ
ま
し
た
。
さ
る
ぼ
ぼ
作
り
で
は
、
さ

る
ぼ
ぼ
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
知
り
、
市
内
班
別
研
修

で
も
、
高
山
の
文
化
、
歴
史
を
味
わ
い
ま
し
た
。
外
国

か
ら
の
観
光
客
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
魅
力
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

常
葉
中
学

修
学
旅
行

５
月
24
日
、
中
学
１
・
２
年
生
が
静
岡
市
立
日
本
平
動
物
園
に
お

い
て
校
外
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
草
薙
総
合
運
動
場
か
ら
動
物
園
ま

で
歩
い
た
距
離
と
時
間
か
ら
自
分
た
ち
が
歩
い
た
ス
ピ
ー
ド
を
計
算

す
る
（
数
学
）、
お
気
に
入
り
の
動
物
の
生
態
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト

に
ま
と
め
る
（
理
科
・
社
会
）、
動
物
園
に
つ
い
て
日
本
語
と
英
語

で
作
文
を
書
く
（
国
語
・
英
語
）
な
ど
、
各
教
科
か
ら
出
さ
れ
た
課

題
に
縦
割
り
班
で
取
り
組
み
な
が
ら
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
生
徒

か
ら
は
、「
楽
し
み
な
が
ら
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
各
教
科

か
ら
の
課
題
を
一
緒
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
通
し
て
学
年
を
越
え
て

仲
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」「
先
輩
と
も
親
し
く
な
れ
た
し
、
班

で
協
力
し
て
行
動
す
る
力
が
つ
い
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
気
温
が
高
い
中
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
お

互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
体
験
的
な
学
び
が
で
き
ま
し
た
。

常
葉
中
学

校
外
学
習

常葉大学附属常葉中学校・高等学校
常葉だより ( 6 )



橘
中
学
・
高
校

尚
志
祭

橘
中
学
・
高
校

創
立
記
念
式
典
講
演
会

橘
高
校

球
技
大
会

橘
中
学

全
校
交
流
会

橘
中
学

未
来
授
業

７
月
５
日
に
球
技
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
熱
中

症
対
策
を
し
な
が
ら
行
っ

た
球
技
大
会
で
す
が
、
男

女
と
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
体
育
の
授

業
で
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
を

練
習
し
、
そ
の
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

橘
の
球
技
大
会
の
良
さ
は
、
競
技
の
迫
力
も
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
応
援
の
盛
り
上
が
り
に
あ
り

ま
す
。
男
女
関
係
な
く
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
出

場
す
る
時
間
に
は
み
ん
な
で
コ
ー
ト
に
駆
け
付

け
、
全
員
で
声
を
か
ら
し
て
応
援
す
る
姿
は
青

春
そ
の
も
の
。
今
年
度
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
球

技
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

６
月
８
日
に
、
本
校
最
大
の
行
事
で
あ
る

尚
志
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
地
域
協
働
型
文

化
祭
」
と
い
う
こ
と
で
今
年
度
は
多
く
の
企

業
・
団
体
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
今
回
の
尚
志
祭
の
目
玉
は
20
店

舗
を
超
え
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と
３
年
生
各
ク

ラ
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
各
ク
ラ
ス
が

そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
と
連
絡
を
取
り
合
い
完
成

さ
せ
た
コ
ラ
ボ
商
品
は
大
人
気
で
し
た
。

２
年
生
は
橘
中
高
に
ま
つ
わ
る
展
示
を
作

成
。
橘
の
歴
史
や
、
い
ま
橘
高
生
の
間
で
流

行
っ
て
い
る
も
の
、
ま
た
、
先
生
方
の
子
供

時
代
の
紹
介
ま
で
、
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ

る
工
夫
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
域
協
働
総
合
学
習
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
るL

U
S
H

静
岡
店
、
ナ
ガ
ハ
シ
印
刷（
株
）

に
も
出
店
し
て
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
も
大
人

気
。
様
々
な
地
域
の
皆
さ
ん
と
関
わ
る
こ
と

が
で
き
、
楽
し
さ
と
学
び

が
共
存
し
た
素
晴
ら
し
い

尚
志
祭
に
な
り
ま
し
た
。

６
月
10
日
は
学
校
法
人
常
葉
大
学
の
創
立
記
念
日
で
す
。

今
年
度
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
中
川
絵
美
里
さ
ん
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
川
絵
美
里
さ
ん
は
本
校
の
卒
業
生
。
橘
高
校
で
は
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
に
所
属
し
、
卒
業
後
は
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の

マ
ス
コ
ッ
ト
ガ
ー
ル
「T

eam
 V
enus

」
に
所
属
。
そ
の
後

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
多
方
面
で
ご

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
川
さ
ん
は
橘
で
の
生
活
を
振
り
返
り
、「
高
校
時
代
に
体

験
し
た
こ
と
が
今
の
自
分
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」「
興
味
を

持
っ
た
こ
と
、
自
分
が
ワ
ク
ワ
ク

す
る
こ
と
に
一
生
懸
命
向
か
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
」
と

後
輩
に
激
励
の
言
葉
を
か
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
橘
中
・
高
生
は

こ
の
言
葉
を
大
切
に
夢
・
目
標
に

向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

７
月
４
日
に
、
本
校
に
て
浜
松

市
の
一
般
社
団
法
人
未
来
学
校
が

行
っ
て
い
る
体
験
学
習
「
未
来
授

業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
中
学
２
，

３
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、
幅
広

い
職
種
の
社
会
人
を
講
師
に
招
き
、

将
来
に
役
立
つ
経
験
談
な
ど
に
耳

を
傾
け
ま
し

た
。
自
分
自

身
の
将
来
に

つ
い
て
考
え

る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま

し
た
。

５
月
20
日
か
ら
５
月
21
日
の
２
日
間
、
桃
沢

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
全
校
交
流
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
全
校
生
徒
が
縦
割
り
の
班
に
分
か

れ
、
３
学
年
の
生
徒
が
寝
食
を
共
に
し
ま
し
た
。

全
校
交
流
会
で
は
、
３
年
生
が
隊
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
生
徒
と
教
員
を
繋
ぐ
橋
と
な
り
、
各
班

の
班
長
が
班
員
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
班
員
を
団
結
さ
せ
ま

し
た
。
ま
た
、
生
徒
一
人
一

人
が
自
分
の
責
任
を
果
た
そ

う
と
努
力
し
ま
し
た
。
二
日

間
に
及
ぶ
集
団
生
活
を
通
し

て
、
協
調
性
と
連
帯
意
識
が

高
ま
り
、
先
輩
に
は
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
自
覚
と
責
任
が
、

後
輩
に
は
成
長
意
識
が
芽
生

え
ま
し
た
。

常葉大学附属橘中学校・高等学校
2024（令和6）年9月30日  第249号( 7 )

　私は橘小学校まで毎日電車で通学していました。物心がつく頃に

は電車が好きだった私にとって、そこで働く方はヒーローでした。

特によく声を掛けてくれた駅員さんが好印象で、将来、この駅員さ

んのようになりたい！と思い平成22年４月、無事に東海旅客鉄道

株式会社、俗にいうJR東海へ入社することができました。

がんばる卒業生
　こうして、子供の頃の夢を叶えることが出来たのは小学生時代

に「チャレンジ」する習慣が身についたからだと感じています。オー

ケストラや英語、情報処理等、他ではできない経験は自信に繋がり、

更なる学びを求め積極的にチャレンジする意欲となりました。

中でも児童会活動は、副会長を担わせて頂き、誰かのために考え行

動する大変さや喜び、場を円滑に回すスキルが身に付きました。

こうした学びから、進学した常葉大菊川中では初心者でしたが野球

部に属し、新設チームながらも地区大会で勝利を上げることができ

ました。

　最後に、冒頭での話には続きがありまして、私のヒーローに入社

後お会いすることができました！そのことをお伝えすると、先輩も

覚えていて下さり、本当に感無量でした。例え、どんな仕事であっ

ても誰かが見ており、あなたは誰かのヒーローなのです！ですから、

学生時代の今こそ多くの事に「チャレンジ」し、多くの経験を積ん

で下さい。私も、皆様のヒーローになれる様、これからも日々精進

して参ります。

常葉大学教育学部附属橘小学校
平成16年度卒業

常葉大学附属菊川中・高等学校
平成22年度卒業

東海旅客鉄道株式会社（JR東海）　勤務

岡本 　猛 さん



　

５
月
15
日
に
、
院
内
で
毎
年
恒
例
の

新
茶
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

入
院
患
者
様
に
新
緑
の
季
節
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
行
っ
て
い
ま
す
。

　

法
被
を
羽
織
っ
た
り
茶
娘
に
扮
し
た

ス
タ
ッ
フ
が
、
患
者
様
一
人
一
人
に
新

茶
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。
患
者
様
か

ら
「
新
茶
お
い
し
い
」「
着
て
い
る
も
の

が
素
敵
ね
」
な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、

楽
し
く
和
や
か
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
病
院

新
茶
会

菊
川
中
学

体
験
学
習
　
田
植
え

　

６
月
１
日
、
中
学
２
年
生
は
菊

川
市
上
倉
沢
の
棚
田
に
田
植
え
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
せ
ん
が
ま
ち
棚
田
倶
楽
部
」
の

み
な
さ
ん
に
ご
指
導
を
受
け
た
あ

と
、
前
日
に
降
っ
た
雨
で
水
か
さ

が
増
す
中
、
泥
ま
み
れ
に
な
り
な

が
ら
田
植
え
を
経
験
し
ま
し
た
。

初
め
は
、
慣
れ
な
い
田
ん
ぼ
に
入

る
こ
と
に
躊
躇
し
た
り
、
足
を
取

ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
苦

労
し
な
が
ら
も
夢
中
に
な
っ
て
苗

の
植
え
付
け
を
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
は
、「
も
っ
と
や
り
た
い
」

「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。
３
月
に
行
う

予
定
だ
っ
た
田
起
こ
し
の
体
験
が

天
候
に
よ
り
で
き
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
今
回
の
田
植
え
は
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

菊
川
中
学
・
高
校

定
期
演
奏
会　

６
月
２
日
、
菊
川
中

学
校
・
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
の
、
第
43
回
定
期

演
奏
会
が
、
菊
川
文
化

会
館
ア
エ
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
ス
テ
ー
ジ
で
は
重
厚

な
演
奏
で
観
客
を
感
動

さ
せ
、ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー

ジ
で
は
Ｊ

－

Ｐ
Ｏ
Ｐ
や

ア
ニ
メ
の
主
題
歌
な
ど

を
軽
快
に
演
奏
し
て
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

菊
川
中
学
・
高
校

体
育
祭

　

６
月
13
日
、
菊
川
中
学
、
高
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
体
育
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
的
種

目
で
は
障
害
物
競
走
な
ど
先
生
が

た
も
率
先
し
て
楽
し
み
、
体
育
的

種
目
で
は
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
な

ど
、
選
手
た
ち
は
力
の
限
り
走
り
、

応
援
す
る
生
徒
た
ち
は
声
を
嗄
ら

し
て
声
援
を
送
り
続
け
ま
し
た
。

一
時
雨
が
降
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、

生
徒
た
ち
の
熱
意
の
た
め
か
天
候

も
回
復
し
、
す
ば
ら
し
い
体
育
祭

と
な
り
ま
し
た
。

菊
川
中
学
・
高
校

菊
陵
祭

６
月
８
日
菊
陵
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
校
内
だ
け
で
な
く
、
外
か
ら
の
お

客
様
も
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
ず
は
開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー
が
生
徒
会
を
中
心
に

行
わ
れ
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
装
飾
が
施
さ
れ
た
、
模
擬
店
な
ど
の
ク
ラ
ス
展
示

も
充
実
し
、
さ
ら
に
教
室
で
も
ス
テ
ー
ジ
で
も
、
文
化
部
の
活
動
の
集
大
成
と

し
て
の
発
表
が
な
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

常葉大学リハビリテーション病院

常葉大学附属菊川中学校・高等学校
常葉だより ( 8 )



橘
小

協
力
し
て
過
ご
し
た
校
外
活
動

　

７
月
12
日
・
13
日
に
、
三
年
生
が
桃
沢
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
桃
沢
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
」
に
行
き

ま
し
た
。
沼
津
港
深
海
水
族
館
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
や

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
多
く
の
思
い
出
が
で
き
ま

し
た
。
学
年
児
童
全
員
が
、
仲
間
と
協
力
で
き
た
２
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
・
７
日
に
、
四
年
生
が
焼
津
臨
海
学
校
に
行

き
ま
し
た
。
各
艇
で
声
を
か
け
合
い
な
が
ら
力
い
っ
ぱ
い

カ
ヌ
ー
を
漕
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
宝
探
し
を

し
た
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
リ
ー
を
し
た
り
と
、
ど
の
活
動
も

「
協
力
す
る
」
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

６
月
20
日
か
ら
２
泊
で
、

五
年
生
が
井
川
林
間
学
校

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
沢

登
り
や
テ
ン
ト
張
り
、
あ

ま
ご
を
さ
ば
い
て
食
べ
る

活
動
な
ど
多
く
の
こ
と
を

経
験
し
ま
し
た
。
自
然
の

厳
し
さ
、
自
然
の
偉
大
さ
、

友
達
の
大
切
さ
を
た
く
さ

ん
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

橘
小

６
年
間
の
英
語
学
習
の
集
大
成

　

７
月
３
日
、
４
日
、
５
日
の
３
日
間
、
福
島
県
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル

ズ
で
英
語
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
や
日
常
会
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
己
紹
介
や
家
族
紹
介
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
道
案
内
な
ど
、
様
々
な
状
況
に
お
い
て
の
会
話
レ
ッ
ス
ン

も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
英
語
研
修
は
６
年
生
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た

英
語
力
を
試
し
た
り
、
異
文
化
を
実
感
す
る
機
会
に
し
た
り
す
る
こ
と
が
目

的
で
し
た
。
到
着
す
る
ま
で
不
安
そ
う
で
し
た
が
、
英
国
に
い
る
気
分
を
味

わ
い
な
が
ら
先
生
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
楽
し
く
授
業
に
参

加
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
学
習
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
、
満

足
の
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
に

１
年
生
が
、
清

水
森
林
公
園
黒

川
キ
ャ
ン
プ
場

で
、
黒
川
わ
く

わ
く
ス
ク
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。

天
気
に
恵
ま
れ
、

生
き
物
探
し
を

し
た
り
、
水
鉄

砲
で
遊
ん
だ
り
、

川
の
流
れ
に

の
っ
て
泳
い
だ

り
と
、
川
遊
び

を
存
分
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

７
月
10
日
に

２
年
生
が
、「
玉

川
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
暑
い

日
で
し
た
が
、

冷
た
い
川
の
水

が
気
持
ち
よ
く
、

川
の
流
れ
で
プ

カ
プ
カ
浮
い
た

り
、
生
き
物
を

見
つ
け
た
り
、

石
積
み
を
し
た

り
し
て
、
楽
し

い
１
日
に
な
り

ま
し
た
。

橘
小

川
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た

常葉大学教育学部附属橘小学校
2024（令和6）年9月30日  第249号( 9 )



と
こ
は
幼

　

６
月
末
、
幼
稚
園
で
夏
祭
り
を
行
な
い

ま
し
た
。
す
る
と
、「
本
物
の
食
べ
物
で

お
店
屋
さ
ん
を
や
り
た
い
！
」
と
い
う
子

ど
も
た
ち
の
声
か
ら
、
第
二
弾
と
し
て
七

夕
祭
り
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
♪
普

段
か
ら
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
を
楽
し
ん
で

い
た
年
長
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
保

護
者
と
一
緒
に
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
作
り
を
し

た
り
、
保
護
者
が
作
っ
て
く
れ
た
焼
き
そ

ば
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
お
店
屋
さ
ん
の

お
手
伝
い
を
し
た
り
大
忙
し
。
元
気
よ

く
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
呼
び
込
み

を
す
る
子
、
並
ぶ
場
所
を
教
え
て
あ
げ
る

子
、
買
い
物
に
来
た
年
少
・
年
中
さ
ん
か

ら
チ
ケ
ッ
ト
を
受
け
取
る
子
、
と
本
物
の

お
店
屋
さ
ん
の
よ
う
に
自
分
で
役
割
を
考

え
て
動
く
姿
は
頼
も
し
か
っ
た
で
す
。
年

長
自
身
も
お
買
い
物
を
し
て
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
。
笹
飾
り
の
あ
る
遊
戯
室
や
年
長
さ
ん

の
保
育
室
で
色
々
な
お
友
達
と
お
し
ゃ
べ

り
し
な
が
ら
食
べ
、
お
祭
り
の
雰
囲
気
を

思
う
存
分
楽
し
み
ま
し
た
！

　

７
月
５
日
に
常
葉
大
学
草
薙
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
「
た
ち
と
こ
な
つ
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
・
短
大
生
と
共
同

で
開
催
し
た
祭
り
は
初
め
て
の
試
み
で
し

た
。
先
生
達
に
よ
る
お
店
や
学
生
が
企
画

し
た
魚
釣
り
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
輪
投

げ
な
ど
楽
し
い
遊
び
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
夏
祭
り
の
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
心

弾
ま
せ
る
子
ど
も
た
ち
。
様
々
な
お
店
を

回
り
、
会
場
は
笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
ま
で
毎
日
踊
っ
て
い
た
盆

踊
り
を
輪
に
な
っ
て
踊
り
ま
し
た
。
い
つ

も
よ
り
大
き
な
掛
け
声
も
聞
こ
え
、
大
盛

り
上
が
り
！
お
う
ち
の
人
や
先
生
達
、
学

生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
夏
祭
り
は
、
心
に
残
る
素
敵
な
思
い

出
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

た
ち
ば
な
幼ラムネ

ラムネ

たちとこ
なつまつり

幼保連携型認定こども園　常葉大学附属とこは幼稚園

幼保連携型認定こども園　常葉大学附属たちばな幼稚園
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